
学
生
担
当
委
員
会

の
活
動
方
針
の
実
践

項
目
に
、「
学
生
の
た

め
に
使
う
時
間
を
増

や
そ
う
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

「
学
生
の
話
を
聴
く
、
食
事
を
す
る
、

共
に
教
え
を
学
ぶ
、
ひ
の
き
し
ん
に
汗

を
流
す
、
会
え
な
い
学
生
に
手
紙
を
書

く
な
ど
、
学
生
の
た
め
に
し
っ
か
り
と

時
間
を
使
う
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

数
年
前
に
妻
が
お
声
掛
け
し
て
、
こ

ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
に
参
加
し
て
い
た

近
所
に
住
む
ご
家
族
の
中
に
、
高
校
二

年
生
の
Ｍ
君
が
い
ま
す
。
去
年
か
ら
毎

月
、
本
部
神
殿
に
参
拝
に
行
き
、
そ
の

あ
と
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
に
行
く
と
い
う

ツ
ア
ー
を
し
て
い
ま
す
。

Ｍ
君
と
参
拝
に
行
く
と
毎
回
、
ぢ
ば
、
、
、

か
ん
ろ
だ
い

、
、
、
、
、
、
親
神
様
や
陽
気
ぐ
ら
し

、
、
、
、
、
、

教
祖
な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る
の
で
す

が
、「
今
月
も
参
拝
に
行
く
日
を
作
れ
た

あ
」
と
ホ
ッ
と
し
て
、
私
自
身
の
心
が

伴
っ
て
い
な
い
と
き
は
、
説
明
し
て
い

て
も
言
葉
が
宙
に
浮
い
て
、
相
手
に
届

い
て
い
な
い
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

し
か
し
、「
い
ず
れ
は
、よ
う
ぼ
く
に
育
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
心
で
念
じ
な
が
ら

話
を
す
る
と
、（
勝
手
な
思
い
込
み
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、）
自
然
と
心
の
こ

も
っ
た
お
話
が
で
き
て

君
も
聞
き

M

入
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

あ
る
年
の
学
生
担
当
者
大
会
で
真

柱
様
は
、
「
ど
の
よ
う
な
人
に
育
て
た

い
の
か
、
何
を
伝
え
た
い
の
か
、
あ
や

ふ
や
な
こ
と
で
は
、
育
て
ら
れ
る
側
も

困
惑
す
る
の
で
あ
り
ま
す
」と
話
さ
れ
、

最
後
に
「
次
代
を
担
う
若
者
へ
、
私
た

ち
が
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
教
祖
の
思
召
に
即
し
た
信
仰
の
喜

び
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
ま
ず
自
ら
が
、

日
々
陽
気
ぐ
ら
し

、
、
、
、
、
を
実
践
し
て
、
そ
の

姿
を
映
し
て
、
を
や
の
教
え
が
届
く
よ

う
に
、
根
気
よ
く
勤
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
、
教
祖
が
教

え
ら
れ
た
誠
の
道
を
、
確
固
た
る
信
念

を
も
っ
て
歩
み
抜
い
て
、
一
人
で
も
多

く
の
立
派
な
よ
う
ぼ
く

、
、
、
、
を
育
て
て
下
さ

る
よ
う
」
と
希
望
さ
れ
、
お
話
を
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
下
で
中
止
し
て
い
た
「
こ
ど

も
お
ぢ
ば
が
え
り
」
も
四
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
す
。「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え

期
日
：
立
教
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８
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日
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時
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会
場
：
教
庁
４
階
講
堂

去
る
６
月

日
、
教
庁
４
階
講
堂
に
お
い
て
「
６
月

25

例
会
」
を
開
催
。
出
席
は

教
区
、

直
属
。

24

102

教
区
学
生
層
育
成
者
講
習
会

・
奈
良

６
月

日

教
務
支
庁

29篠
森
吉
治
委
員
出
向

名
45

・
栃
木

６
月

日

教
務
支
庁

30小
西
祥
治
委
員
出
向

名
30

直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会

・
本
理
世

６
月
６
日

大
教
会

清
水
慶
政
委
員
長
出
向

名
275

・
玉
島

６
月

日

大
教
会

20
清
水
慶
政
委
員
長
出
向

名
173

・
河
原
町

６
月

日

大
教
会
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中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

名
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・
周
東

６
月

日

大
教
会

21西
川
寿
一
委
員
出
向

名
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令和 5年 学生担当委員会 活動方針
「教祖を慕い、ひながたを辿る喜びを共に味わおう」
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・
愛
豫

６
月

日

大
教
会

21

勝
村
宏
樹
副
委
員
長
出
向

名
60

・
上
之
郷

６
月

日

大
教
会

21
坂
本
明
人
委
員
出
向

名
110

・
飾
東

６
月

日

大
教
会

22
小
西
祥
治
委
員
出
向

名
110

・
日
野

６
月

日

大
教
会

22
佐
村
陽
一
委
員
出
向

名
115

・
秦
野

６
月

日

大
教
会

22
松
森
芳
夫
委
員
出
向

名
100

・
西
海

６
月

日

大
教
会

22

清
水
慶
政
委
員
長
出
向

名
150

・
網
島

６
月

日

分
教
会

22

中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

名
50

・
明
和

６
月

日

大
教
会

24

中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

名
80

・
宇
仁

６
月

日

大
教
会

24

紺
谷
清
一
郎
委
員
出
向

名
55
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【
教
区
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
味
美
廣
規
（
河
原
町
・
三
越
路
）

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
永
井
崇
教
（
東
本
・
本
永
須
賀
）
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委
員
会

例
会

人
材
育
成
部
部
会

広
報
室
会
議

学
生
生
徒
修
養
会
高
校
の
部

事
前
研
修
会
（
～

日
）

29

学
修
部
部
会

委
員
会

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

担
当
者
活
動
部
部
会

学
修
高
校
の
部
進
行
表
通
し
会
議

広
報
室
会
議

学
修
大
学
の
部
研
究
室

学
修
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
研
究
室

事
務
局
連
絡
会

勉
強
会
チ
ー
ム
会
議

《
立
教

年
６
月

日
～
７
月

日
》

186

16

15

1

り
」
も
学
修
も
、
お
道
の
行
事
は
す
べ

て
、
立
派
な
よ
う
ぼ
く
を
育
て
る
た
め

の
行
事
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
も
Ｍ
君
を
学
修
高
校
の
部
に
お

誘
い
し
ま
し
た
が
、
参
加
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
年
に
入
っ
て
Ｍ
君
に
大
き

な
身
上
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
お
さ
づ

、
、
、

け、
を
取
り
次
ぐ
と
と
も
に
、
身
上
を
台

に
お
話
す
る
と
、
関
心
を
も
っ
て
聞
い

て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ

れ
も
「
ず
つ
な
い
ふ
し
」
を
見
せ
て
ま

で
も
子
供
を
成
人
へ
と
導
い
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
親
心
と
受
け
止
め
、
こ
の

原
稿
を
書
き
な
が
ら
、
今
年
も
陽
気
ぐ

、
、
、

ら
し
、
、
の
み
教
え
を
学
べ
る
場
所
と
し
て

学
修
に
お
誘
い
を
し
て
い
る
最
中
で
す
。

学
修
へ
の
参
加
は
ど
う
な
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、立
派
な
よ
う
ぼ
く
に
育
っ

て
い
た
だ
く
と
い
う
目
的
を
常
に
心
に

置
い
て
、
日
々
、
自
ら
も
心
の
成
人
に

努
め
な
が
ら
、
親
神
様
の
お
働
き
を
頂

い
て
人
が
育
つ
喜
び
を
見
せ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
根
気
よ
く
、
地
道
な
丹
精

を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
学
生
の
た
め
に
使
う
時
間
を
増
や
そ
う
」

----------------------------------------------------------------------
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９
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日
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・
柴
田
利
弘
（
益
津
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駿
島
）

・
松
尾
陽
一
（
本
荏
）

《
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年
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日
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》
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【
学
生
担
当
委
員
会
事
務
局
退
職
者
】

・
岡
洋
甫
（
南
紀
・
崎
富
）



教区 開催日時 会場 担当者 連絡先

福島
8月 18日 14時

～19日 15時
国立磐梯青少年

交流の家
生江 ゆう大 090-9959-4243

島根
8月 18日 17時

～19日 15時
教務支庁 石倉 拡 080-1942-1877

三重
9月 2日 14時

～3日 14時
教務支庁 井上 治 090-5619-4604

宮崎
8月 16日 10時

～17日 14時
教務支庁 田中 直広 080-5362-8468

広島
9月 9日 8時 30分

～17時
教務支庁 下倉 理香 080-6076-7242

高校生のつどい「まなびば」開催一覧

23

青

空

私
は
学
修
に
参
加
し
、
ま
た
学
生
担
当
委
員
会

で
ス
タ
ッ
フ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
人
と
向
き
合

う
こ
と
の
大
変
さ
と
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

人
と
向
き
合
う
と
い
う
こ
と
は
、
人
の
話
を
真

剣
に
聞
き
、
そ
の
人
の
気
持
ち
を
す
べ
て
分
か
る

こ
と
は
で
き
な
く
て
も
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
、
寄
り
添
う
こ
と
な
の
か
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

心
も
体
も
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
私
は
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ

と
家
族
や
周
り
の
方
々
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
未

熟
な
私
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
話
を
聞
い
て
も

ら
っ
た
り
諭
し
て
も
ら
っ
た
り
と
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

家
族
を
は
じ
め
今
ま
で
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
ご
恩
返
し
で
き
る
よ
う
、
行
事
に
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
誰
か
に
受
け
入
れ
て
向

き
合
っ
て
も
ら
え
る
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
頂
い
て
い
る
ご
用
を
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
材
育
成
部
部
員

中
林
祐
香 -------------------------------------------------------------------------------

-------------------------------------------------------------------------------

去
る
６
月

日
か
ら

日
、
本
部
施
設
を

27

29

会
場
に
「
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
の
部

ス

タ
ッ
フ
事
前
研
修
会
」
を
開
催
し
、
総
数

名
298

（
内
、
初
回
者

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

101

以
前
の
「
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
の
部
」

は
、
講
師
が
受
け
持
つ
レ
ク
チ
ャ
ー
を
中
心
に

校
舎
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
、
帰
寮
し
て
か
ら

は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、期
間
短
縮
に
伴
っ

て
校
舎
で
過
ご
す
時
間
が
大
幅
に
短
く
な
っ
た

こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
本
年
は
体
制
を
見
直

し
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

主
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

本
期
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
や
行
事
内
容

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
タ
イ
ム
の

内
容
や
受
講
生
と
関
わ
る
上
で
の
心
構
え
を
学

び
、本
期
間
に
向
け
て
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
生
徒
修
養
会
事
前
研
修
会
開
催
報
告

初
日
の
午
前
、
ス
タ
ッ
フ
は
学
年
毎
で
集
合

し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
午
後
か

ら
の
開
講
式
で
は
、
学
生
担
当
委
員
会

中
山

副
委
員
長
よ
り
挨
拶
と
ス
タ
ッ
フ
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
各
学
年
に
分
か
れ
て

学
年
タ
イ
ム
が
持
た
れ
ま
し
た
。

２
日
目
、
「
委
員
長
講
話
」
で
は
、
本
部
行

事
で
あ
る
学
修
の
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
る
上
で
の

角
目
が
清
水
委
員
長
よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。

３
日
目
、
閉
講
式
で
は
勝
村
副
委
員
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、
受
講
生
と
共
に
育
つ
場
で
あ
る

学
修
で
、
我
々
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
親
神
様
・
教

祖
と
受
講
生
と
の
接
点
を
作
る
懸
け
橋
と
な
れ

る
よ
う
、個
々
の
理
づ
く
り
に
励
む
と
と
も
に
、

ご
存
命
の
教
祖
に
お
喜
び
い
た
だ
け
る
心
で
ご

用
を
務
め
る
思
い
を
固
め
、
解
散
し
ま
し
た
。

-----------------------------------------------------------------------------

-----------------------------------------------------------------------------


